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社長メッセージ「自分のために生きる。」

一食一円運動
10月末での繰り越し残高

６，２８７，２２８円
11月末でのご協力金額
９５，１３０円

合計残高
６，３８２，３５８円

ご協力誠にありがとうございます。

いつも、タカジョウグループを応援いただきあり
がとうございます。

2023年も残りわずかとなりました。街はすっかり
クリスマス、そして、お正月モード。今年はインフ
ルエンザや風邪が大流行しているようです。くれぐ
れも体調には気をつけて年末年始を楽しみたいもの
です。

さて、この時期は来年に向けて１年を振り返る時
期。皆さんにとっては、今年はどんな1年だったの
でしょうか？先日読んだ本に、このようなメッセー
ジが書かれており、とてもインパクトがある言葉で
印象に残ってます。

「どれだけ自分のために生きましたか？」改めて、
１年を振り返って、どれだけ自分を大切にしてきた
だろう？と考えてみました。

【自分のために生きる】この言葉には、２つがある
と思います。１つ目は、自分がやりたい事をやって
あげる事。２つ目は、本当はやりたくない事をやら
ないであげる事。その本には、このように書かれて
いました。無理して他人にいい顔をしている人は、
一番大事な自分に嘘をついています。自分に嘘をつ
いていると、少しづつ他者との関係が弱くなるので
す。

逆に、自分を大切にしてあげると、自分への嘘が
なくなります。自分への嘘がなくなると、自分と他
者との関係が強くなり、心から誰かの幸せを願える
ようになります。誰かのためにやることが、嬉しく
て、嬉しくて仕方なくなるのです、と…。

そして、あるお母さんの話も書かれていました。
そのお母さんは、普段から自分の食べたいものを優
先せず、いつもご主人とお子さんの為に料理をして
いました。

ある日、めずらしく自分が心から食べたいものを
作ってみようと思ったそうです。「どれを食べた
い？」と、自分に問いかけながら、楽しく買い物を
して、自分の好きなものをご機嫌で料理をしたそう
です。そして、夕食を食べ終わった家族がこんな風
に言ったそうです。「お母さん、なんか、いつもよ
り美味しい！！」そのセリフにお母さんはビック
リ！お母さんが自分の気持ちを大切にしてみたら、
家族みんなが、今まで以上に幸せになったというの
です。

私たちは、家族のため、仲間のため、お客様のた
め、、、などなど誰かのために生きることは素晴ら
しいと教えられてきました。もちろん、自分以外の
誰かの喜びで生きることは素晴らしいことです。し
かし、本当は、自分を大切にすることが、結果、実
は一番みんなのためになるのかもしれません。

2023年、あなたが幸せだった事は何でしょう
か？自分の幸せが、誰かの喜びになったことはあり
ますか？そして、来年はどんな1年にしたいです
か？私は、自分のために生きて…結果、誰かのため
にやることが、嬉しくて、嬉しくて仕方なくような
日々を過ごしたい！自分の喜びが、誰かの喜びにな
るような生き方をしたい！と、改めて思いました。

今年、最後のメッセージとなりますが、1年間
本当にありがとうございました。

⾧井正樹
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タカジョウグループ永年勤続表彰式 開催

路面凍結にご注意を！

寒い日が続き、路面が滑りやすくなっています。

乾燥にも

気温が急激に下がっています…。
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タカジョウで働く従業員さんのご紹介！
第2弾！

林 マス子さん

今回は、高槻市のいまむらこども園様
で大活躍中のこのお2人です！

䑺谷 明美さん

Q1.高浄で働いていて印象に残っていること
お客様、スタッフ、社員を含め本当に良い人達
に出会えたことです！
仕事に出ると元気が出ます！
Q2.働いていて嬉しい瞬間
先生や子供達に「ありがとう」といわれたとき
です。
Q3.今後の抱負
これからもこの事業所で頑張ります！！

Q1.高浄で働いていて印象に残っていること
夏の暑いときにお客様の心遣いで冷気が届
くように工夫してくださり作業することが
できたことです。
Q2.働いていて嬉しい瞬間
子供達に「お掃除してくれてありがとう」
といわれたときです。
Q3.今後の抱負
元気にいつまでも働くことです！

【現場担当者
村山よりひと言】

タカジョウ通信編集⾧より

令和５年もあと残すところ、数日となりましたね。
今年１年振り返ってみて、皆さんはどう過ごされましたでしょ
うか？
私自身も２０代後半に高浄に入社させていただいてから、気が
付けばもう還暦まで２年手前になりました。
毎年、新卒社員が入社してきては「私もこのような時代があっ
たんやで！」と噛みしめながら、毎日刺激を受けながら過ごし
てきました。新型コロナウイルス感染が世界中を襲い、何もか
も規制され、この先どうなるのかと不安いっぱいの日々でした
が、ようやく収束してきて、感染拡大前の頃に戻ってきた感じ
です。会社行事も何もできないそんな苦しい中でも「タカジョ
ウ通信」だけは、発行させていただけたことを個人的にうれし
く思っております。来年も、少しでも面白い記事をご提供でき
るよう、広報委員共々頑張りますので、よろしくお願いいたし
ます。

編集⾧ 松下

「お客様に喜んでいただく」というのは、なかなか難
しいことですが、一生懸命取り組んでいれば、必ず努
力が報われます。ともに頑張って喜んでもらいましょ
う。困ったことがあれば相談してください。

䑺谷さんに
インタビュー

林さんに
インタビュー

ミャンマー料理のモヒンガです
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１１月１日～１１月末まで
クレーム発生件数 ２１件
（※ヒヤリハット事例も含みます）

【内容】某事業所にて、弊社清掃スタッフがお借りしていた鍵を紛失した。

【対応】お客様へ訪問し謝罪。社員がお客様の施設を捜索し発見。

今後紛失が起きないようスタッフへ指導し、鍵の管理方法を改善しました。

紛失事故は、お客様からの信頼も同時に失ってしまします。

持ち運び時には鈴やワイヤーチェーンをつける等、紛失防止に努めてください。

【整理】
要るものと、要らない物を区分して、要ら
ない物を一掃する。

【整頓】
置き場所を決め、必用なものを必要な時に、
必要な量だけ安全に取り出せる。

👏

✨

👏

✨


